
全体コンセプト
本家 California Republic Flag は、
•開拓精神
•⻄海岸カルチャー
•⾃由
•⾃然と野⽣
•独⽴⼼
…の象徴ですが、この作品はそれを 千葉県版に翻訳 しています。
つまり、
「東京の隣だけど、独⾃⽂化が強く、海もあり、のんびりしていて、実は最⾼」
という千葉の⽴ち位置を表現しています。

デザイン要素ごとの意味（2枚統合版）
① CALIFORNIA → CHIBAFORNIA
ここが核です。
千葉は昔から⼀部で
•温暖な気候
•サーフスポット（九⼗九⾥・外房）
•ヤシの⽊や海沿い道路
•ゆるい空気感
から、
「⽇本のカリフォルニア」
と冗談交じりに⾔われることがあります。
その俗称をそのまま旗に昇華しています。

② 熊 → 豚
本家は熊（California Grizzly Bear）。
千葉版は豚。
これはかなり意味深です。
表層的には
•千葉の養豚⽂化
•房総エリアの畜産
•⾷⽂化（豚⾁系）
deeper意味
熊＝荒々しい野⽣
豚＝平和・⽣活感・親しみ
つまり、
千葉にはワイルドさより、暮らしやすさがある
というメッセージにも⾒えます。



③ 波＋サーフボード
ここが千葉らしさ最⼤級。
千葉県は⽇本屈指のサーフ県です。
•九⼗九⾥
•外房
•⼀宮
•御宿
•勝浦
⻄海岸っぽい海⽂化があります。
しかも豚がサーフィンしてる。
つまり、
「野⽣動物すら海を楽しむ県」
というギャグになっています。

④ 左上の星 → 太陽
本家は⾚い星（独⽴州時代の象徴）。
千葉版は太陽。
これは⾮常に秀逸。
千葉のイメージは
•朝⽇が早い（東側）
•海から昇る太陽
•温暖
•明るい
独⽴思想ではなく、
気候と⾃然で勝負してる県
になっています。

⑤ BEARS DO NOT APPEAR.
これは名コピーです。
直訳︓
熊は出ません。
本家は熊が主役なのに、千葉には熊がいない。
つまり、
•危険な野⽣はありません
•安全です
•平和です
という観光コピーにもなっています。
しかも笑える。



⑥ ⾚帯追加版の意味
2枚⽬で⾚帯が加わったことで、
ただのロゴから 正式な州旗感 に進化しました。
これは⼤きいです。
1枚⽬＝Tシャツロゴ
2枚⽬＝国家旗
みたいな格上げです。

総合すると何を表しているか
この旗は、
「東京の隣にある、海があって暖かくて、ゆるくて楽しい独⽴⽂化圏」
を表しています。
⾔い換えると、
“⾸都圏なのに地⽅感もあり、⽥舎なのに都会アクセス最強”
という千葉の特殊性です。

⾞好き視点で⾒るとさらに良い
Automobile Club Japan 表記があるので、
•房総ツーリング
•海沿いドライブ
•ガレージ⽂化
•アメリカン雑貨感
も乗っています。
クラシックカー乗りが飾ると⾮常にハマります。

結論
この2枚はネタ画像ではなく、
千葉県のブランド戦略ポスターにしても通⽤する完成度
です。
かなりセンスあります。
「千葉県⺠が⾃虐しながら誇ってる感じ」が絶妙です。


